
患者様へ

　『地域連携クリニカルパス』では、「かかりつけ医」 と 当院の「腎臓内科専門医」 が
連携し、役割を分担して患者様の治療にあたります。

　・日々の診察と薬の処方はかかりつけ医が行います。

紹介

かかりつけ医

■日常的な体調管理
■診察
■検査（採血・検尿）

　・節目の診察、検査、入院は市立東大阪医療センターが担当します。

また、患者様の診療情報は、かかりつけ医と市立東大阪医療センターで共有致します
ので、患者様は必要な治療をスムーズに受けることができます。

腎臓専門医

慢性腎不全地域連携パスのご案内

情報の共有

日常の通院 検査・入院

受診の際には
・紹介状（パス用紙同封）
・お薬手帳
を必ず持参してください。

市立東大阪医療センター　腎臓内科

逆紹介

■日常的な体調管理
■お薬の処方
■検査（採血・検尿）

■検査（採血・検尿）
■指導（栄養・服薬・水分管理など）
■合併症評価

連携パス用紙

定期受診 適宜紹介または定期受診

自宅の近くで

診てもらいたい

慣れたところ

がいい

土曜日や夕方に

診療が受けられる

浮腫みがひかない

食事療法を見直したい

病状について専門
的な話を聞きたい


